
第37回日本歯科医史学会学術大会次第

9：25～　開会挨拶

一般演題① 9：30～10：00 座長：　斎藤貞雄

1） 臨戦体制と歯科報国団－特に日本大学専門部歯科を中心に－
日本大学歯学部　○工藤逸郎・三宅正彦・見崎　徹・
小室歳信・金山利吉・若松佳子・納村晉吉・篠田宏司・
太田　肇・下山哲夫・会田卓久・松江高光

2） 東洋学園における年史編纂の経緯と現状について 東洋学園大学　永藤欣久

3）
東洋女子歯科医学専門学校から東洋女子短期大学への転換期
－1945～1960－

東洋学園大学　永藤欣久

一般演題② 10：00～10：30 座長：　森山徳長

4） 九州歯科看護婦養成所は実在した
九州歯科大学　○小林 繁
北九州市　　　　上瀉口 武

5） 籌木について
北九州市　　○上瀉口 武
九州歯科大学　小林 繁

6） プラタヌス（ヒポクラテスの木）の受容と新宿御苑 医の博物館　西巻明彦

一般講演③ 10：30～11：10 座長：　高北義彦

7） 昭和23年歯科医師国家試験問題に関して
国保旭中央病院　歯科・口腔外科　○田中ひとみ
茨城県鹿嶋市　タナカ歯科　　　　　田中晃伸

8） 在米時代の一井正典書簡類・写真の紹介 熊本県歯科医師会会員　○松本晉一・渋谷　敦

9） 京都府香具師名簿(昭和３年)に残る最後の入歯師 九州歯科大学　竹原直道

10） 日本歯科医師会発行「口腔衛生読本　第２集について」
日本大学松戸歯学部　○山口秀紀　落合俊輔　加來洋子
渋谷　鉱　谷津三雄



会長講演 11：10～12：10 座長：　中原　泉

歯科医史教育・榊原悠紀田郎先生の講義から 石井拓男

12：10～13：10 記念撮影、昼食、役員会

13：10～13：30 総会

特別講演 13：30～14：30 座長：　石井拓男

厚生省歯科衛生課創立60年を振り返る・歯科行政官の系譜
元東京歯科大学、鶴見大学教授
（元厚生省歯科衛生課長）　宮武光吉

一般演題④ 14：30～15：00 座長：　西巻明彦

11） 明治時代初期の有喜世新聞広告　補遺 大垣女子短期大学　下総高次

12） American Text Book of Prosthetic Dentistryの概要 東京都　平田幹男

13）
Ludlow’s Manual of Medical Examinations (1867年版)と和
訳本『医学七科問答』（明治12-13年刊）

医の博物館　樋口輝雄

一般講演⑤ 15：00～15：30 座長：　新藤恵久

14） 教科書に見る1800年代の咬合器 東北大学　永田和弘

15） 『断毒論』と種痘 医の博物館　西巻明彦

16）
国際歯科学士会共同創設者ルーイス・オトフイおよび奥村鶴吉
に関する研究（その１）

東京歯科大学シーニアー・アルカイビスト　森山徳長

15：30～15：40 コーヒーブレイク



一般講演⑥ 15：40～16：20 座長：　杉本是孝

17） 絵馬信仰 東京都　新藤恵久

18） 歯痛と絵馬 東京都　新藤恵久

19） 京都・東寺の夜叉神堂の民間信仰について
池園歯科研究会　○湯浅髙行　藤野よし男
日本歯科大学　　　屋代正幸

20） 済生学舎医事新報第一号について
日本大学松戸歯学部　○石橋　肇　卯田昭夫　米長悦也
渋谷　鉱　谷津三雄

一般演題⑦ 16：20～16：50 座長：戸出一郎

21） 齲蝕図像はどう描かれてきたか 九州歯科大学　竹原直道

22） 『病草紙』にみられる絵図の連続性の研究
医の博物館　○西巻明彦
日本歯科大学　屋代正幸

23） 病草紙と刷掃指導（その２）
医の博物館　○西巻明彦
日本歯科大学　屋代正幸

一般講演⑧ 16：50～17：30 座長：工藤逸郎

24）
占領期日本における歯科医学教育の改革
(第２報：歯科専門教育の標準的カリキュラムの策定について)

医の博物館　樋口輝雄

25） 歯科医療行為を行う職種の多様性の意味の考察
医の博物館　○西巻明彦
日本歯科大学　屋代正幸

26）
歯科医療の特異性（医歯一・二元論）の歴史と現在
「口腔医学」の創設・育成プロジェクトによせて

宮城県歯科医師会　杉本是孝

27） 歯科医学史の講義はいかに行われているか

日本大学松戸歯学部　○渋谷　鉱 牧村正治　山口秀紀
谷津三雄
日本大学歯学部　　　　工藤逸郎
東京歯科大学　　　　　石井拓男
医の博物館　          西巻明彦

17：30～　閉会あいさつ

18：00～　懇親会


